
農業用水を用いた新たな消防水利の設置による防災力向上について
～水道水じゃなくても水量豊富な消防用水は確保できる～（福岡県苅田町）

令和4年5月住宅火災が発生、苅田町消防本部にて懸命な消火活動を行ったが、
住宅1棟が全焼した。この地区は、自然豊かな農村地帯で井戸水が豊富なことから
上水道が整備されていない。このため地区に1基しかない容量40㎥の防火水槽を
用いて消火活動を行ったが、終始水槽の枯渇を危惧しながらの消火活動となった。
この火災発生以降、同地域より消防用水強化の要望が挙がったため、平成8年築
造の山口ダム（容量73.6万㎥）から各地区へ用水を配水するために整備された、既
存の農業用水管路を用いた新たな消防水利の設置により防火用水強化を図った。

担当 苅田町上下水道課

取組概要

人口 37,783人（R6.1.1現在）

（別添 概要版（エントリーシート添付資料））

水道管が整備されていない地域や、管路の末端
地区など消防用水の必要量が不足している地区に
おいて、水道以外の水利があれば検討の余地はあ
るのではないでしょうか。水道水以外にも農業用水
をはじめ、井戸、工業用水、用水供給管など利用可
能な管路は存在していると思われます。

取組みの効果

他団体へのアドバイス

既存防火水槽と新たな消
防水利の消火範囲を図化し
た防火計画図を作成し、効
率的な消火活動が可能とな
るよう設置箇所を抽出した。
そのことにより、火災時の
初期消火の迅速化、住宅火
災や山林火災にも耐えうる
水量豊富な防火用水（毎分
１㎥以上取水可能）が確保
された。
また、水道管路スマホアプ
リを改良し、『消防水利Ｗｅｂ
マップ』を構築。消防職員及
び消防団員にも、消防水利
がスマホにて閲覧できるよう
工夫した。
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